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．ア ブ ス トラ ク ト

約 ．2 μ seC の 響命．め 問 幃 3 価 の 不．純 物 を っ く る 。 こ の と きめ 不 純 物
．
効 果 は 、 μ

一
自

．

身 を プ ロ 〒 ブ と し
．
て μ

一SR 法 に よ り 議 論 で き る 。 測 定 の 結 果 、 室 温 の ・ト．ラ ン ス 型
．
ポ リ．ア セ チ

．
レ ン の μ

一S．R は 、 フ リ ーな μ
．’

　CD 位 置 か ら
．
低 磁 場 側 ヘ シ フ ト

．
し て い る

こ と が 見 出 さ れ た 。

．
そ
．
れ に 対 し シ ス 型 で は 有 意 な シ フ トは 見 ら れ な か っ た 。 ま た、

トラ ン ス 型 を 窒索 温 度 ま で の 低 温 域 で 測 定 し た と こ ろ 、 定 性 的 に は 低 温 側 で μ
曽S

R の シ フ トが 減 少 ・消 滅 す る 傾 向 を 得 た 。

　　室 温 の ト ラ ン ス 型 の μ
一
SR の シ フ トの 原 因 と し て は 、 格 子 上 不 純 物 が パ イ ェ ル

ス 歪 み を 乱 し て Knight 　 Shift 的 な 現 象 が 生 じ た 可 能 性 を 考 え ら れ る 。 ト ラ ン ス 型

・シ ス 型 聞の 差 異 は 、 歪 み の 安 定 性 の 違 い と し て 解 釈 で き る 。 ま た トラ ン ス 型 の

μ
一
SR の 温 庚依 存性 の 解 釈 と し て は 、 室 温 で 格 子 上 不 純 物 の た め に 乱 さ

．
れ て い た

パ イ ェ ル ス 歪 み が 低 温 域 で 復 活 し て Knight　 Sh ユftが 消 滅 し た 、 と い う 考 え方が で

き る 。

20．Chaotic　and
．
Regular　Passive　Q −switching 　in　N20

　　　Laser　 with 　 Intracavity　Saturable　Absorber

Feng −Lei　Hong

　　For 　the 　pas 辷 decade 　extensive 　researches 　cn 　instabilities 　and ごhaos　have

been （別 ：ried 　out 　f。r 　various 　dynamical 　 systems ．　 the　laser　is　a
’
useful 　rn（riei

for 　the 　study ．of 　nonlinear 　dynamics 　 in　dissipative 　 syste 凪 s ・　 SpQntaneous

self −pulsation 　in　the　single 　mOde 　oscillation 　occurs 　when 　a 　satura りle

absorber 　 is　 inserヒed 　 into　 the　 laSer 　 cavity ．　 The 　 passive 　Q−switdhing （］鰻S ）

pulsation 　is　of 　⊆ireat　interest 　as 　a 　laser 　instability 　caused 　by 　an 　inte 耳 ）lay

be七ween 　the　amplifier 　and 　absorber 　dynamics ．　　Dynamica ⊥　proper ヒies　of 　bQth

media 　 critically 　 influence 　the　tempQral 　PQS 　pulse　struc 七ures ．

　　Several 　types 　of 　instability 　in　passive 　Q −switchinq 　and 　op 七ical

bistability 　are 　obser ▽ ed 　in　a 　number 　Qf 　laser 　lines 　in　an 　N201aser 　with

intracavity 　saturable 　absorbers 　such 　as 　SF6 ’　C2H4 　s　理H3
’　C2H3Clr 　and 　CCI2F2 ，

observation 　of 　chaotic 　PQs 　is　achiev θ d　in　a 　limited　regiQn 　of 　the　parameters
of 　the 　laser　 with ．a 　saturable 　 Ubsorber 　（absorpti   coefficient

，　relaxa 七ion

ratet 　and 　purnping 　rate 　etc ・）−　　The 　features　of 　period −doubling 　bifu）rcation
，

chaos
’　and 　pericdic　window 　are 　Qbserved 　for　the 　first 　time 　in　an 　N201aser

using 　NH3 　as 　a 　saturable 　al）s。rber ・
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　　To 　士eptbdtide 　th 金　obser ▽ ed 　PQs 　behavior
，　a 　rate −equatioh 　analysis 　is

ernployed ．　The 　presen ヒ　rate −equdtion 　analysis 　is ．on 　七he　basis 　of 　the 　three7

1e▽el ：two −le▽ei 　m αdel　 in　which 　the　laser −gain 　medium 　is　represented 　by　three

vibrat ⊥onal 　le ▽els ．and 　七he　absorbing 　medium 　is　represen ヒed 　by 　two

rota 七ional −−vibrational 　levels 　in　 resonance 　 with ゼhe　 laser　 radiation ．　 血 e

vibrational 　 relaxation 　 from 　the　lower 　laser 　level ．　 is 　considered 　 as 　an

essential 　 prqcess 　to　 produce 　the 　 regular 　 and 　 chaotic 　PΩS 　dynamics 。　 The

model 　successfully 　 explains 　t二he　 dbserved ごhEIOti．C 　and 　 regu ユar　 PQS 　 pu1sations

of 　an 　N20 　1aser 。　　Characteristic 　dependences 　of 　passive Ω一switching
，

bi与tability 弓nd 　chaos 　on 　the 　laser 　parameters 　are 　explained 　w
’
ith 　a 　phase

diagrarn 　derived 　theoretically ．　 The 　pre6ent 　analysis 　gives 　qUantitat 二ive

information 　Qn 　the　vibrational 　relaxation 　rate 　in　the　N201aser 　rn∈血 um 　which

has　n ◎t　been　measured 　so 　far 。

33 ．Intersite　Pairing三n 　 Anisotropic　Superconductor

諏　訪　雄　二

　　超伝導体 を tlght．bin（五ng 　pi¢ ure で 表わ し 、 同
一

サ イ ト上 の 電 子 に よ る ペ ァ リ y ．グ （onsite

pairing）と最 近 撞サ イ ト上 の 電 子 に よ る ペ ア リ シグ （intersit6　pairin9）を考慮 して 、 そ の 転

移 温度 Tc及 び上部 臨界磁 場 Hdiを求 め た 。

　　特 に オ ン サ イ ト の 相 互 作 用 が 弱 い 引 力 あ る い は
．
反 発 力 の 場 合 、 サ イ ト間 引力 と そ れ に

よ っ て 引 き起 こ され るサ イ
．
卜間 ペ ア リ ン グ が 超．伝導 に と っ て 重 要 な 役割 を果 た す 。 サ イ F

間 の 引力 は k 空 間で は cos ま た は sin の f6r皿 factorに よ っ て 表 わ さ れ る が 、 そ の た め に

超 伝導 に 寄与 す る 実 効的 な 状態 密 度 が 通常 の もの と異 な り、 さ ら に ペ ア
．
リ ン グの 対 称性 が

変わ る場 合 も あ っ て 、 電 子数 の 変化 に 対す る Tcの 変 化 は 複雑 な もの に な る 。

　　Rrdlの 異 方・性 は 1 電子 状 態 の 異 方性 だ けで は な くペ ア リ ン グ の 異 方 性 も同時 に 反 映す る 。

サ イ ト間 ペ ァ リ ン グ を考慮 した G −L 方 程式 を導 出 した 結 果 、 オ ン サ イ トの 電子対 に 比 べ
、

サ イ ト間 の 電子 対 は 内部構造 の 干 渉 の 効果 の た め leそ の 並 ん で い る方向 に singlet で は 動 き

に く く、 tripletで は 動 き易 くな り 、 そ れ が ∬
。2 の 異 方 性 に 影 響 を与 え る事 が わ か っ た 。 更

に サ イ ト間 ペ ア リ ン グ で は 、 磁 場 の 回 転に 伴 っ て ペ ア の 組 み 方が 変 わ る 事が あ り 、 そ の 場

合 H
。2 の 角 度 依 存 性 は膏効 質量 近 似式 で fit出 来な い もの に な る 。 特 iヒ cubic な物質 で は S

，

p ，
d の ペ ア リ ン グ の 対称 性 の 違 い が H

。2 の 角度依存性 に そ れ ぞ れ 現 わ れ る事 が 期待 で き る 。
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